
ボルトA

※この時点では、ボルトAを
　ゆるめにとめておいて下さい。

サイドフレームB

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このブックシェルフ付きパソコンデスクは組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

ブックシェルフ付きパソコンデスク（WT-121）組立説明書

完成図 組立て部品

★用意していただくもの・・・・・プラスドライバー
手袋（組み立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください。）
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アジャスター
×6個

棚板B×2枚

天板×1枚

棚板A×1枚

ハンガー×7本

角パイプ（大）×2本

角パイプ（小）×1本

バックフレーム×2本

サイドフレームA×1個

サイドフレームB×2個

ナット×1個

ボルトA×20本〔W1/4×35mm〕

使用ボルト

ボルトA〔W1/4×35mm〕

使用ボルト

ボルトA〔W1/4×35mm〕

ボルトB×4本〔W1/4×28.6mm〕

タッピングネジ×4本〔W5/32×16mm〕

トラスビス×1本〔W3/16×12mm〕

上

サイドフレームA、B底面にアジャスターを
取り付けます。

アジャスター

アジャスター

サイドフレームBサイドフレームA 上

※一番上のハンガー2本は
　この3つの穴から、任意
　の高さを選んで下さい。

サイドフレームBにハンガーと角パイプ（小）を
図の位置に取り付けます。

ボルトA

小さい穴

小さい穴

サイドフレームB

ハンガー

ハンガー

角パイプ（小）

ハンガー

※角パイプ（小）は、穴のある面が
　上になる様に、取り付けます。

同様にして反対側のサイドフレームBを
ゆるめに取り付けます。

※角パイプ（小）は、穴のある面が
　上になる様に、取り付けます。

※角パイプ（小）は、小さい穴の
　無い側に取り付けます。



使用ボルト

タッピングネジ〔W5/32×16mm〕
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角パイプ（大）

※3つの穴が上面になる
　様に取り付けます。

※1つの穴が外側になる様に取り付けます。

※1つの穴が外側になる様に取り付けます。

※ネジ穴のある方がフレーム側になります。

※ハンガーにしっかりと引っ掛けます。

サイドフレームAに角パイプ（大）を取り付けます。

使用ボルト

ボルトA〔W1/4×35mm〕

使用ボルト

ボルトA〔W1/4×35mm〕

使用ボルト・ナット

ボルトA

ボルトA

サイドフレームA

外側

サイドフレームBを起こし、サイドフレームAに
付いている角パイプ（大）を取り付けます。

※角パイプ（小）の
　ある側が外側に
　なります。

ボルトA

詳細図

2本のバックフレームをトラスビスとナットで
固定します。

バックフレーム

トラスビス

ナット

ナットトラスビス〔W3/16×12mm〕

バックフレームを取り付けます。

タッピングネジ

※注

右側仕様 左側仕様

バックフレームの取り付け方法により、
シェルフを右側にも左側にもすることが
できます。本組み立て図は右側仕様です。

※穴には溝が切られていません。
　プラスドライバーを強く押して、
　溝を切りながらねじ込んで下さい。

バックフレーム

手前

ハンガーに棚板A、Bを取り付けます。

棚板A

天板を取り付けて完成です。

ボルトB  　

天板

※最後に全てのボルトを締め込みます。

使用ボルト

ボルトB〔W1/4×28.6mm〕

ボルトB  　

棚板B 

棚板B 

角パイプ（大）

※ボルトを間違えるとボルトが天板を突き
　抜ける恐れがありますのでご注意下さい。


